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組合員の皆様、新年明けましておめでとうございます！ 
まず、昨年秋の生協強化月間では大変お世話になりました。お陰様で CT と骨密度測定

機を導入することが出来ました。詳細は「みんなの健康」で。また、お正月のフラワーア

レンジ講習会は 21 名の参加でした。参加者の方にも鉢を青竹にしてよかったと思ってい

ただけたのでは。後、ブロックウォーキングについてです。 
4 月 9 日（土）9：30 集合、満濃池森林公園を予定。以上 

支部長 真鍋恵子 
紙面を割愛させて頂きましたのは１/５に NHK E テレのこどものうたで「SDGｓ（持

続可能な開発目標）のうた一挙放送」を見てとても分かりやすいと思ったからです。残念

なのは曲がお届け出来ないことです。再放送もあるかと思いますのでその時は是非聞いて

下さい。可愛い子供たちの声です。文字ばかり少し長くなりますが最後まで目を通してい

ただけたらと思います。 
わたしたち地球に住み続けるためには/今の暮らし方、変える必要がある。だれ一人取り残

さずに助け合うため国連 193 ヶ国のみんなの声で生まれた目標、17 の目標おぼえうた。 
少し省略 
① 貧困をなくそう。みんなの毎日を支えてくれているもの 食べ物や電気、學校や帰る家

それが足りなくて困っている人がたくさんいる。当たり前に手に入れられるべきもの行

きわたらせようだれ一人取り残さず。 
② 飢餓を０に。ごはんを食べないと栄養がなくなって、栄養がなくなると、生きる力が出

ない。そして生きていけなくなる人がたくさんいる。世界のみんなが食べるものをつく

り続けて分け合っていけるように。 
③ すべての人に健康と福祉を。新しい命が無事生まれてくることを、大人になれること、

病院に行けること、そのすべてが世界中で当たり前じゃない。命が絶たれてしまう悲し

みがなるべくない世界に変えていこう。 
④ 質の高い教育をみんなに。言葉の読み書きや、計算ができることは未来を切り開く大き

な力になる。学校や先生が足りていない場所がまだまだある。子どもも大人も男性も女

性も誰でも学べる環境をつくろう。 
⑤ ジェンダー平等を実現しよう。それぞれの体にそれぞれの心がある。そのちがいだけで

生きやすかったり生きにくかったり。たとえば女性に活躍のチャンスがなかったり、そ

れぞれのジェンダーにかかわらず、好きな道を選んで歩めるように。 
⑥ 安全な水とトイレを世界中に。何時間も歩いて水をくみに行く人、汚れた水をのんで病

気になってしまう人、水が足りないと清潔なトイレもつくれない。安全な水が手に入れ

られるように、すみずみまで世界が潤うように。 
⑦ エネルギーをみんなにそしてクリーンに。日が暮れても遊んだり勉強したりできるのは

町じゅうに電気が届けられているから、それが届いていない場所があるから、みんなが

電気を受け取れるようにしよう、地球にやさしいきれいなつくり方で。 



⑧ 働きがいも、経済成長も。働いてもお金がちゃんともらえなかったり、人として正しく

扱われていなかったり、それでも生活のために逃げられない人がいる。働きがいを感じ

ながらみんなの暮らしが良くなっていくように。 
⑨ 産業と技術革新の基盤をつくろう。ものを運ぶ道路、機械を動かす電気、水を届ける水

道、インターネットも忘れずに、みんなで暮らしやすくするために必要なもの、行き届

いてない世界を新しい技術で塗り替えていこう 
⑩ 人や国の不平等なくそう。生まれた場所、肌の色、性別や信じるもの、色々な人がいて

色々な国がある。だけど世界の豊かさは平等じゃない。あらゆる人が同じように幸せの

チャンスを分けあえるように。 
⑪ 住み続けられるまちづくりを。地震や台風からみんなを守ってくれる、安全でやさしい

まちをつくっていこう。暮らしにくさに耐えている人がたくさんいる。だれもが穏やか

に日々を送れる、そんな場所に住み続けられるように。 
⑫ つくる責任、つかう責任。みんなが買っている食べ物や商品は作られすぎていてたくさ

ん捨てられている。このままじゃやがて作る材料が足りなくなる。買いすぎないで簡単

に捨てないで、みんなで工夫してムダをなくしていこう。 
⑬ 気候変動に具体的な対策を。二酸化炭素を人が出し続けると地球を包み込んで気温が上

がっていく。大雨洪水海面の上昇が起きる。二酸化炭素をみんなでへらそう。災害への

対策もしっかりしながら。 
⑭ 海の豊かさを守ろう。魚をとりすぎたら、ゴミで汚れてしまったら、生き物がいないプ

ラスチックの海になる。きれいな海がなかったら、地球に暮らせない。透き通った海に

魚たち、サンゴ礁とりもどそう、そして守っていこう。 
⑮ 陸の豊かさも守ろう。すべての生き物は自然に守られているのに、人がその自然を自分

勝手にうばっていく。森がなくなってしまうほど破壊されている。いろんな生き物がそ

れぞれ場所で命輝かせて生きていけるように。 
⑯ 平和と公正をすべての人に。争いが絶えなくて、不安なまま暮らす人や痛めつけられて

も守ってもらえない人がいる。危険な仕事をさせられるこどもたちもいる。平和が生ま

れる仕組みをつくろう。優しさで支え合う世界を目指して。 
⑰ パートナーシップで目標を達成しよう。SDGｓのたくさんの目標たち成し遂げるため

には力を合わせなくっちゃ。いろいろな国や人たちが壁を乗り越えて、それぞれの力を

出し合い、もっと素晴らしい世界続いていくように。終わり、お疲れ様でした。 
 
 


